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子育て世代のために！
《新規》小・中学校学校給食費負
担軽減事業 8,539万円
　小・中学校の学校給食費へ補
助金を交付し、子育て世代の経
済的な負担軽減を図ります。
《新規》子どもの生活・学習支援
事業 346万円
　基本的な生活習慣の習得支援
や学習支援などの「居場所」の運
営を委託し、ひとり親家庭の子
どもの生活向上を図ります。
《新規》子育て世帯向け定住促進
住宅等整備事業 1億1,339万円
　子育て世帯向け定住促進住宅
を整備します。

働く人のために！
《新規》きたかたの“農”を支える
担い手支援事業補助金 610万円
　需要に応じた米生産に必要な
農業用機械の導入などを支援し
ます。
《継続》農産物ブランド化・販路
拡大推進事業 660万円
　首都圏トップセールスなどに
より農畜産物の風評被害の払拭
とブランド力の向上などに取り
組みます。
《拡充》あきない力向上支援事業
補助金 400万円
　小規模事業者が実施する「あ
きない力」の向上の取り組みを
支援します。

交流人口の拡大のために！
《新規》ふれあいパーク喜多の郷
公衆トイレ改修事業 5,519万円
　ふれあいパーク喜多の郷の公
衆トイレを改修し、利用者の利
便性の向上、インバウンド受け
入れ態勢の充実と広域観光の連
携強化を図ります。
《新規》2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピックのホストタ
ウン交流事業 335万円
　東京オリ・パラ参加国などと
の相互交流による地域活性化を
図り、ホストタウンの登録に向
けて取り組みます。

市民の健康のために！
《新規》地域福祉計画策定基礎調
査事業 347万円
　地域包括ケアシステムの範囲
拡大・深化を図るための調査を
実施します。
《新規》第三次健康きたかた21
計画策定事業 1,256万円
　保健事業の指針などを示す計
画（2019～23年度）を策定しま
す。

くらしの安全安心のために！
《新規》上岩崎・吉志田線（太用
寺橋）測量調査業務委託 450万
円
　橋梁を整備し、安全安心な交
通の確保を図ります。
《新規》石田坂・藤沢線(大沢口橋)
測量調査業務委託 2,484万円
　橋梁を整備し、安全安心な交
通の確保を図ります。

元気なふるさとのために！
《新規》空き家対策事業 909万円
　空き家データベースの充実と
空き家の改修支援などにより、
空き家の利用促進などを図りま
す。
《新規》「再エネ先駆けの地」理解
促進事業 35万円
　再生可能エネルギーへの理解
の促進を図るため、小中学生や
市民などを対象とした学習会を
開催します。

平成30年度４月補正（肉付け）予算　 総額４億2,201万円を追加しました

～笑顔・元気を紡ぐ～
わくわく喜多方推進事業の主な事業と予算
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～元気・笑顔を紡ぐ～  わくわく喜多
方推進事業の主な事業と予算

行政区長会議・行政区長会連合会総会

財政状況の公表

環境月間

春の叙勲／新任部長級職員の紹介

わくわく！いきいき！高齢者！

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援

募集

イベント

お知らせ

年金／ふるさと納税／みんべぇ号からの
お知らせ

雄国林道マイカー規制とシャトルバス運
行／東北電力からのお願い

水道週間／はかりの定期検査

マイナンバーを作ってみたよ

市の情報を公開しています

相談／休日当番医

わくわく市政ふれあいトーク／美術
館／図書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2018. ６　③

補正予算編成の要点

　平成30年度当初予算は、１月に市長選挙が実施さ
れた関係から、義務的経費や経常的経費および継続
的経費を中心とした「骨格予算」として編成したこと
から、４月補正予算は投資的経費や政策的に取り組
む事業などを中心とした「肉付け予算」として編成し
ました。
　特に、社会経済情勢の変化や多様化する市民ニー
ズを見極めながら、子どもから高齢者まですべての
市民が笑顔にあふれ、「夢と希望が持てるふるさと喜
多方」、「わくわくする喜多方」の創造に向けて、

１ 子育て世代のために！　

２ 働く人のために！　

３ 交流人口の拡大のために！　

４ 活力ある市役所にするために！　

５ 市民の健康のために！　

６ くらしの安全安心のために！　

７ 元気なふるさとのために！　

８ 市民を応援するために！　

を新たな施策の柱として位置付け、『～笑顔・元気を
紡ぐ～　わくわく喜多方推進事業』として喜多方の
未来に向けたまちづくりを加速させていきます。

　総額は４億2,201万円で、補正後の一般会計の予算
総額は247億3,961万円(前年度比3.7％減)となりま
した。
　主な財源は、国や県からの支出金が3,931万円、市
債の借入れにより1億4,870万円、基金からの繰入金
が2億3,260万円となっています。

※総額4億2,201万円との差額140万円は介護保険事
　業特別会計での予算計上となります。
　  企画調整課  企画政策班 ☎（24）5207
　  財政課  財政係 ☎（24）5213

補正予算の概要

一般会計予算
4 月補正予算
(肉付け予算) 4億 2,061万円

平成30 年度4月補正後
(肉付け後)予算額 247億 3,961万円

平成29 年度
当初予算額 256億 8,100万円

前年比伸び率 ▲ 3.7%

問
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「
空
き
家
、空
き
地
対
策
に
つ
い
て
」

　

空
き
家
、空
き
地
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

生
活
環
境
や
景
観
上
好
ま
し
く
な
い
た

め
、早
急
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

空
き
家
に
つ
い
て
は
、発
生
の
抑

制
を
図
る
た
め
、空
き
家
バ
ン
ク
の
情
報

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。今
後
も
、各
種
補

助
金
の
交
付
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実･

強
化
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。空
き
地
に

つ
い
て
は
、土
地
の
管
理
者
へ
除
草
な
ど

の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、引
き
続
き
周
知
を
図
り
ま
す
。

「
国
道
、県
道
お
よ
び
市
道
の
交
通
安
全
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
」

　

市
内
の
国
道
、県
道
お
よ
び
市
道
に
か

か
る
車
道
中
央
線
、車
道
黄
色
線
、停
止

線
、横
断
歩
道
な
ど
が
経
年
劣
化
に
よ
り

剥
離
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
た
め
、整
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

国
道
、県
道
の
中
央
線
は
管
理
者

で
あ
る
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
へ
要
望
を

行
い
ま
し
た
。市
道
に
つ
い
て
も
緊
急
性

を
考
慮
し
、整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

車
道
黄
色
線
、停
止
線
お
よ
び
横
断
歩

道
は
公
安
委
員
会
へ
要
望
し
ま
す
。

「
国
道
４
５
９
号
と
県
道
交
差
点
へ
の
信

号
機
設
置
に
つ
い
て
」

　

当
該
箇
所
は
変
則
的
な
交
差
点
で
す

が
、生
活
道
だ
け
で
は
な
く
通
学
路
で
も

あ
り
、季
節
に
よ
り
交
通
量
が
急
増
す
る

危
険
な
交
差
点
で
あ
る
た
め
、信
号
機
の

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

要
望
箇
所
は
通
学
路
で
あ
り
、重

大
事
故
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
喜
多
方

警
察
署
へ
信
号
機
の
設
置
を
再
度
要
望
し

ま
し
た
。

　

効
果
的
な
事
故
防
止
策
の
協
議
を
す
る

た
め
、引
き
続
き
喜
多
方
警
察
署
や
県
喜

多
方
建
設
事
務
所
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

「
市
道
５
１
０
１
号(

上
岩
崎
北
線)

の
拡

幅
並
び
に
太
用
寺
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て
」

　

当
該
市
道
は
岩
月
町
内
に
お
い
て
重
要

な
道
路
で
す
が
、極
端
に
幅
が
狭
い
箇
所

が
あ
り
、ま
た
、太
用
寺
橋
の
老
朽
化
も
著

し
い
た
め
、拡
幅
工
事
お
よ
び
橋
の
架
け

替
え
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
、現
道
を
利
用
し
た
整

備
や
新
た
な
ル
ー
ト
で
の
整
備
な
ど
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
、周
辺
の
土

地
利
用
状
況
を
踏
ま
え
た
ル
ー
ト
選
定
に

取
り
組
み
、河
川
管
理
者
と
の
協
議
を
進

め
る
予
定
で
す
。

「
赤
色
点
滅
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
」

　

市
道
１
１
０
１
号
の
西
中
明
橋
東
側
の

三
差
路
交
差
点
の
見
通
し
が
悪
い
た
め
、

赤
色
点
滅
信
号
機
ま
た
は
看
板
な
ど
の
設

置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

要
望
箇
所
に
お
い
て
は
、今
後
重

大
事
故
に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
、喜
多
方
警
察
署
へ
赤
色
点
滅
信
号
機

の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。な
お
、看
板
設
置

に
つ
い
て
は
、表
示
方
法
や
設
置
場
所
を

関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

「
県
道
北
山
会
津
若
松
線
と
市
道
１
７
０

６
１
号
辻･

芦
平
線
の
辻
集
落
付
近
の
Ｔ

字
路
交
差
点
の
改
善
に
つ
い
て
」

　

当
該
箇
所
の
舗
装
面
が
除
雪
に
よ
り
削

ら
れ
陥
没
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、路
面

の
勾
配
の
改
善
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

陥
没
箇
所
は
現
在
仮
復
旧
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、早
期
復
旧
と
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
残
骸
の
撤
去
を
県
喜
多
方
建
設
事
務
所

へ
要
望
し
ま
す
。勾
配
に
つ
い
て
も
改
善
が

図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。

「
県
道
塩
川･

山
都
線
61
号
線
の
新
宮
橋
の

更
新
と
道
路
の
拡
幅
な
ど
に
つ
い
て
」

　

新
宮
橋
か
ら
熊
野
神
社
ま
で
の
道
幅
が

狭
く
、橋
も
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、道
路

の
拡
幅
お
よ
び
橋
の
更
新
を
新
宮
地
区
入

口
の
改
良
工
事
と
併
せ
て
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

新
宮
橋
の
更
新
お
よ
び
新
宮
橋
か

ら
県
道
交
差
点
ま
で
の
道
路
の
拡
幅
は
、

県
喜
多
方
建
設
事
務
所
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
、道
路
利
用
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る

と
の
回
答
で
し
た
。ま
た
、県
道
か
ら
熊
野

神
社
ま
で
の
市
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
家
屋
移
転
が
予
想
さ
れ
る
た
め
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
市
道
塩
川
・
喜
多
方
線
の
街
路
灯
の
新

設
に
つ
い
て
」

　

当
該
市
道
の
豊
川
町
区
間
の
道
路
西
側

へ
の
街
路
灯
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

行政区長の皆さんが行政区長の皆さんが

地域づくりを提案・要望地域づくりを提案・要望
【
喜
多
方
地
区
】

　

代
表
行
政
区
長　

齋
藤　

義
人
さ
ん

回
答

【
松
山
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

穴
澤　

仲
雄
さ
ん

【
上
三
宮
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

渡
邊　
　

仁
さ
ん

回
答

回
答

【
岩
月
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

穴
澤
喜
久
江
さ
ん

【
関
柴
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

五
十
嵐　

清
さ
ん

【
熊
倉
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

薮
内　

昭
子
さ
ん

【
慶
徳
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

和
田　

典
久
さ
ん

【
豊
川
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

鈴
木　

茂
夫
さ
ん

回
答

回
答

回
答

回
答
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市
で
整
備
す
る
街
路
灯
設
置
は
、

行
政
区
間
の
街
路
灯
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。要
望
区
間
は
南
側
が
一
部
行
政
区
間

と
な
る
こ
と
か
ら
地
元
行
政
区
と
現
地
確

認
を
行
い
対
応
し
ま
す
。北
側
の
行
政
区

内
へ
の
設
置
は
、街
路
灯
事
業
補
助
金
制

度
の
活
用
を
検
討
願
い
ま
す
。

「
空
き
家･

廃
屋
の
対
策
に
つ
い
て
」

　

近
年
、空
き
家
・
廃
屋
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、危
険
な
空
き
家
が
増
加
し

な
い
よ
う
な
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

空
き
家
の
適
正
管
理
の
啓
発
や
助

言
・
指
導
を
行
い
、各
種
補
助
金
交
付
や

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。引
き
続
き
空
き
家
対

策
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
検
討
し
、

実
施
し
ま
す
。

「
塩
川
駅
東
西
連
絡
通
路
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
」

　

当
該
連
絡
通
路
は
、実
現
化
に
向
け
て

の
具
体
的
な
計
画
、施
工
ス
テ
ッ
プ
な
ど

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、早

急
な
実
現
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

塩
川
駅
東
西
自
由
通
路
は
、当
該

通
路
の
整
備
と
併
せ
、周
辺
道
路
や
駐
車

場
整
備
な
ど
塩
川
駅
周
辺
地
区
の
一
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、都
市

再
生
整
備
計
画
に
よ
り
進
め
る
予
定
で

す
。今
年
度
も
引
き
続
き
、県
、Ｊ
Ｒ
東
日

本
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
連
携
し
、早
期
着

手
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

「
会
津
縦
貫
北
道
路
と
県
道
61
号
線
の
交

差
点
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
」

　

近
年
、当
該
交
差
点
を
利
用
す
る
車
両

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、通
学
路
に
も

な
っ
て
お
り
非
常
に
危
険
で
あ
る
た
め
信

号
機
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

当
該
交
差
点
へ
の
信
号
機
設
置
に

つ
い
て
は
、公
安
委
員
会
へ
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
り
交
通
ル
ー
ル

や
運
転
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
努
め
、横
断
歩

道
の
白
線
の
引
き
直
し
も
要
望
し
ま
す
。

な
お
、縦
貫
道
の
出
口
が
一
時
停
止
箇
所

で
あ
る
こ
と
の
視
認
性
を
高
め
る
た
め
、

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
県
喜
多
方
建
設
事

務
所
と
協
議
し
ま
す
。

「
姥
堂
小
学
校
児
童
数
減
少
へ
の
対
策
に

つ
い
て
」

　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配
置
に
つ

い
て
、こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、適

正
配
置
の
早
期
実
現
を
要
望
し
ま
す
。さ

ら
に
、橋
本
前
田
団
地
を
子
育
て
世
代
が

入
居
し
や
す
い
よ
う
な
改
修
と
す
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

　
　
　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配
置

に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
に
説
明
会
を
開

催
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
、意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

併
せ
て
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
審

議
会
を
設
置
し
検
討
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。橋
本
前
田
団
地
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
通
学
路
に
お
け
る
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て
」

　

駒
形
小
学
校
児
童
は
、北
山
会
津
若
松

線
の
バ
イ
パ
ス
道
路
を
通
学
路
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
す
が
、交
通
量
が
多
く
危
険

な
た
め
、押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
早
期

設
置
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

要
望
箇
所
の
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号

機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、継
続
し
て
喜
多

方
警
察
署
に
要
望
し
、公
安
委
員
会
へ
上

申
さ
れ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
働
き
か
け

を
行
い
ま
す
。市
と
し
て
は
横
断
歩
道
で

の
歩
行
者
優
先
や
自
動
車
の
減
速
を
促
す

た
め
啓
発
看
板
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、今
後
も
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

「
国
道
４
５
９
号（
堂
山
工
区･

藤
沢
工
区
・

見
頃
工
区
）お
よ
び
喜
多
方
西
会
津
線（
山

都
環
境
セ
ン
タ
ー
入
口
か
ら
慶
徳
峠
ま

で
）の
改
良
整
備
促
進
に
つ
い
て
」

　

両
路
線
は
、緊
急
輸
送
路
に
も
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
重
要
な
路
線
で
あ
る
た

め
、全
区
間
の
早
期
改
良
整
備
の
実
現
を

要
望
し
ま
す
。

　
　
　

今
年
度
、堂
山
工
区
、藤
沢
工
区
、

見
頃
工
区
は
引
き
続
き
用
地
補
償
、改
良

工
事
を
実
施
し
、環
境
セ
ン
タ
ー
入
口
か

ら
慶
徳
峠
頂
上
区
間
の
改
良
整
備
は
緊
急

性
の
高
い
箇
所
に
つ
い
て
道
路
整
備
に
必

要
な
調
査
な
ど
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で

す
。今
後
も
国
、県
に
対
し
一
層
の
整
備
促

進
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
希
少
野
生
動
植
物
を
保
護
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」

　

高
郷
町
で
は
希
少
な
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、キ

マ
ダ
ラ
ル
リ
ツ
バ
メ
の
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、希
少
野
生
動
植
物
の
保
護

条
例
が
な
い
た
め
乱
獲
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。希
少
野
生
動
植
物
に
関
す
る
保
護
条

例（
仮
称
）を
制
定
し
、積
極
的
に
保
護
活

動
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
、キ
マ
ダ
ラ
ル
リ
ツ

バ
メ
は
、市
内
に
お
い
て
も
生
息
地
域
が

限
定
さ
れ
、乱
獲
に
よ
る
個
体
数
の
減
少

も
懸
念
さ
れ
る
た
め
市
指
定
文
化
財
の
候

補
と
し
て
調
査
を
実
施
し
、市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
で
き
る
か
検
討
を
進
め
ま

す
。条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、市
の
天
然

記
念
物
へ
の
指
定
の
動
向
を
踏
ま
え
、研

究
し
ま
す
。

　
　

総
務
課　
行
政
係  

☎（
24
）５
２
０
４

問

【
熱
塩
加
納
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

佐
藤　

義
晴
さ
ん

【
塩
川
地
区
】

　

副
代
表
行
政
区
長  

神
田  

正
賢
さ
ん

【
堂
島
地
区
】

　

代
表
行
政
区
長　

江
花　

一
成
さ
ん

回
答

【
姥
堂
地
区
】

　

代
表
行
政
区
長　

酒
井　

善
雄
さ
ん

回
答

回
答

【
駒
形
地
区
】

代
表
行
政
区
長
代
理　
高
橋　
信
治
さ
ん

【
山
都
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

木
須　

行
孝
さ
ん

【
高
郷
町
】

　

代
表
行
政
区
長　

荒
明　

澄
雄
さ
ん

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答
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【
主
な
用
語
の
意
味
】

地
方
交
付
税 …

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。財
源
は
所

得
税
、法
人
税
、酒
税
な
ど

市
税 …

市
が
課
税
権
の
主
体
で
あ
る
税
。（
市

民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、市
た
ば
こ

税
、入
湯
税
な
ど
）

国
庫･

県
支
出
金 …

国
、県
の
事
務
、事
業
を

行
っ
た
場
合
や
社
会
資
本
の
た
め
の
事
業
な

ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

市
債 …

学
校
建
設
、道
路
の
整
備
、上･

下
水
道

の
整
備
な
ど
の
た
め
、県
知
事
の
同
意
な
ど
を

受
け
て
政
府
資
金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
し
、長
期
に
わ
た
り
返
済
し
て
い
く
も
の
。

繰
入
金 …

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
、特
別

会
計
、基
金
な
ど
の
会
計
間
に
お
い
て
現
金
が

移
動
す
る
も
の
。

地
方
消
費
税
交
付
金 …

地
方
消
費
税
の
一
部

を
財
源
と
し
て
県
が
人
口
と
従
業
者
数
で
あ

ん
分
し
て
市
に
交
付
す
る
も
の
。

繰
越
金 …

一
会
計
年
度
か
ら
次
の
会
計
年
度

へ
持
ち
越
し
た
金
額

諸
収
入 …

特
定
の
歳
入
の
た
め
の
科
目
で
は

な
く
、他
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
を

ま
と
め
た
科
目

使
用
料
及
び
手
数
料 …

使
用
料
は
、行
政
財
産

や
公
の
施
設
を
使
用
し
た
場
合
に
そ
の
使
用

者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
。

手
数
料
は
、地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
特
定
の

者
の
た
め
に
提
供
す
る
公
の
役
務
に
対
し
徴

収
す
る
も
の
。（
各
種
証
明
手
数
料
な
ど
）

地
方
譲
与
税 …

国
税
と
し
て
徴
収
し
、そ
の
ま

ま
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
譲
与
す
る
税
。

（
自
動
車
重
量
譲
与
税
、地
方
揮
発
油
譲
与
税
）

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
予
算

の
収
入
と
支
出
の
状
況
は
、平
成
30
年
３

月
31
日
現
在
で
、年
度
末
の
予
算
総
額
２

８
４
億
１
６
０
５
万
円
に
対
し
、２
４
５

億
５
０
１
３
万
円
の
収
入（
収
入
率
86
・

４
％
）、２
２
８
億
８
２
９
０
万
円
の
支
出

（
執
行
率
80
・
５
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
成
30
年
５
月
31
日
出
納
閉
鎖

に
よ
り
計
数
の
取
り
ま
と
め
作
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

財
政
課　
財
政
係

☎（
24
）５
２
１
３

平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
の
執
行（
支
出
）率

は
80
・
５
％ （
３
月
31
日
現
在
）

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

地
方
自
治
法
お
よ
び
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
２
回
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
29
年
度
予
算
の
３
月
末
現
在
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

問

予算額284億1,605 万円

総　務　費
52億7,810万円

民　生　費
71億9,709万円

教　育　費
24億7,069万円

衛　生　費
31億3,288万円

公　債　費
22億6,576万円

土　木　費
36億7,241万円

農林水産業費
17億4,047万円

商　工　費
13億3,038万円

消　防　費
9億2.191万円

議　会　費
2億7,465万円

そ　の　他
1億3,171万円

41億1,885万円（78.0%）

57億4,277万円（79,8%）

21億8,138万円
（88.3%）

30億1,548万円
（96.3%）

21億4,181万円
（94.5%）

19億1,794万円
（52.2%）

14億3,742万円
（82.6%）

11億3,132万円
（85.0%）

8億9,752万円
（97.4%）

2億7,160万円
（98.9%）

2,681万円
（20.4%）
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民
生
費 …

社
会
福
祉
、児
童
福
祉
、生
活
保
護

な
ど
に
関
す
る
経
費

総
務
費 …

徴
税
、戸
籍
住
民
基
本
台
帳
、選
挙

な
ど
に
関
す
る
経
費

土
木
費 …

道
路
維
持
、除
雪
、河
川
管
理
、都
市

計
画
、住
宅
な
ど
に
関
す
る
経
費

衛
生
費 …

保
健
衛
生
、環
境
衛
生
、母
子
保
健
、

公
害
対
策
、塵
芥
処
理
な
ど
に
関
す
る
経
費

教
育
費 …

学
校
、社
会
教
育
な
ど
に
関
す
る
経

費公
債
費 …

市
が
学
校
建
設
、道
路
改
良
、上･

下

水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
し
た

お
金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

農
林
水
産
業
費 …

農
業
振
興
、林
業
振
興
な
ど

に
関
す
る
経
費

商
工
費 …

商
工
業
振
興
対
策
、中
小
企
業
振
興

対
策
、観
光
振
興
な
ど
に
関
す
る
経
費

消
防
費 …

消
防
団
運
営
、消
防
施
設
整
備
、災

害
対
策
な
ど
に
関
す
る
経
費

一般会計
234億6,309万円

下水道事業特別会計
76億7,971万円

農業集落排水事業特別会計
10億8,048万円

水道事業会計
27億6,818万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計
9,429万円

市債総額350億8,575万円

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険事
業特別会計

88.5％
85.0％
98.1％
97.8％
81.3％
88.3％
65.6％
96.3％
0.0％
43.9％
36.1％
99.8％
15.9％
85.4％
27.9％
83.6％
100.0％
1.2％

100.0％
0.4％
99.9％
0.6％

60億2,117
57億8,380
5億3,777
5億3,595
45億1,602
49億229

979
1,438
0

3,885
2,015
5,564
3,206

1億7,264
4億924

12億2,499
1,445
18

3,959
16

1,904
11

後期高齢者医療
事業特別会計

介護保険事業特
別会計

公有林整備事業
特別会計

工業団地造成事
業特別会計

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計

農業集落排水事
業特別会計

下水道事業特別
会計

駒形財産区特別
会計

一ノ木財産区特
別会計

早稲谷財産区特
別会計

68億154

5億4,823

55億5,293

1,493

8,856

5,577

2億215

14億6,533

1,445

3,959

1,904

（単位：万円）

●収益的収入および支出〔損益勘定〕 （単位：万円）

収
入

区　分 予算額 収入額 収入率
営 業 収 益
営業外収益
特 別 利 益

計

支

出

区　分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失
予　備　費

計

102.7％
94.6％

1580.0％
101.1％

99.3％
99.8％
100.0％
0.0％
99.1％

10億4,204
2億4,491

158
12億8,853

10億6,041
5,587
649
0

11億2,277

10億1,509
2億5,892

10
12億7,411

10億6,807
5,596
649
300

11億3,352

●資本的収入および支出〔資本勘定〕 （単位：万円）

収

入

区　分 予算額 収入額 収入率
企　業　債
出　資　金
補　助　金
負　担　金
繰　入　金

計

支

出

区　分 予算額 執行額 執行率
建設改良費
固定資産購入費
企業債償還金
予　備　費

計

84.2％
100.0％
100.0％
98.5％
100.0％
90.4％

90.2％
99.0％
100.0％
0.0％
92.9％

3億3,670
1億4,965
7,600
3,518
22

5億9,775

6億9,240
286

3億4,069
0

10億3,595

4億
1億4,965
7,600
3,571
22

6億6,158

7億6,805
289

3億4,069
300

11億1,463

水道事業会計の経理状況
給水人口 42,630人　給水戸数 16,201戸

特別会計予算の執行状況

地方交付税
104億9,851万円

県 支 出 金
20億8,464万円

市　　　税
48億1,925万円

市　　　債
32億5,204万円

国庫支出金
28億6,106万円

繰　越　金
6億6,898万円

地方消費税交付金
8億4,399万円

諸　収　入
5億3,946万円

使用料及び手数料
3億5,035万円

繰　入　金
13億4,705万円

地方譲与税
2億6,191万円

そ　の　他
8億8,881万円

104億9,851万円（100.0%）

15億2,525万円（73.2%）

47億6,341万円（98.8%）

1億7,620万円（5.4%）

27億2,231万円
（95.2%）

6億6,898万円
（100.0%）

8億4,399万円
（100.0%）

4億9,929万円
（92.6%）

3億4,455万円
（98.3%）

13億4,919万円
（100.2%）

2億6,756万円
（102.2）

8億9,089万円
（100.2%）
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温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
増
加
し
、

地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
す
る「
地
球

温
暖
化
」が
、世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。２
１
０
０
年
に
は
、地
球
の
平

均
気
温
が
最
悪
の
場
合
４
・
８
℃
上
昇

す
る
と
予
測
さ
れ
、海
面
上
昇
、豪
雨
・

干
ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
、デ
ン
グ
熱

を
媒
介
す
る
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
生
息

域
の
拡
大
な
ど
生
態
系
へ
の
影
響
、水

不
足
、食
糧
不
足
な
ど
社
会
や
生
活
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
態
が
深
刻
に
な
る
前
に
、温
室
効

果
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
で
き
る
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

・
冷
房
は
28
℃
、暖
房
は
20
℃
を
室
内
温

度
の
目
安
に
し
て
、カ
ー
テ
ン
や
扇
風

機
の
併
用
が
お
す
す
め
で
す
。

・
買
い
物
に
は
、マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
を
減
ら
す

よ
う
詰
め
替
え
商

品
や
、 

低
包
装
の

も
の
を
選
び
ま
し

ょ
う
。

・
電
化
製
品
の
購
入
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
の
高
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
ポ
ッ
ト
や
ジ
ャ
ー
の
保
温
は
多
く
の

電
気
を
消
費
し
ま
す
。ご
は
ん
は
電
子

レ
ン
ジ
で
温
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

・
環
境
に
優
し
い
運
転
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
と
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。た
ば
こ
の
吸
い
殻
、空
き
缶
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、噛
み
終
え
た
ガ
ム
な
ど
を

ポ
イ
捨
て
し
た
場
合
や
、犬
の
フ
ン
を
放

置
し
た
場
合
に
は
、２
万
円
以
下
の
過
料

が
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
も
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
、草
刈
り
後
の
草
が
河
川
に
流
入
し

て
、景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。近
隣

の
環
境
や
観
光
に
訪
れ
る
方
の
こ
と
も

考
え
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

廃
家
電
や
タ
イ
ヤ
、

建
築
廃
材
な
ど
を
山

林
や
河
川
、 

公
共
の

場
所
に
不
法
投
棄
し

た
場
合
は
、 

懲
役
５

年
以
下
、罰
金
１
０
０
０
万
円
以
下
の

刑
罰
と
な
る
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

日
本
で
は
、食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄

さ
れ
る
食
品
、い
わ
ゆ
る「
食
品
ロ
ス
」

が
年
間
約
５
０
０
〜
８
０
０
万
ト
ン
発

生
し
て
い
ま
す
。

６
月
は
環
境
月
間

６
月
５
日
は
環
境
の
日

６
月
は
環
境
月
間

６
月
５
日
は
環
境
の
日

１  

ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化

２  

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、不
法
投
棄

は
犯
罪
・
環
境
破
壊
で
す
！

３  「
食
品
ロ
ス
削
減
国
民
運
動
」

Ｎ
Ｏ
ー

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
26
年
４
月
に
環
境
基
本
条
例

を
施
行
し
、市
民
、事
業
者
、市
が
一

緒
に
な
っ
て
、「
人
と
自
然
が
共
生
で

き
る
、地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
喜
多

方
」の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、平
成
27
年
に
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識
し
、

身
近
に
取
り
組
め
る
環
境
に
優
し
い

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
４
月
に
環
境
基
本
条
例

を
施
行
し
、市
民
、事
業
者
、市
が
一

緒
に
な
っ
て
、「
人
と
自
然
が
共
生
で

き
る
、地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
喜
多

方
」の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、平
成
27
年
に
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識
し
、

身
近
に
取
り
組
め
る
環
境
に
優
し
い

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
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一
方
、世
界
で
は
、約
９
億
人
の
人
々

が
栄
養
不
足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
言
葉
の
発

祥
地
は
日
本
で
す
。国
で
は
、事
業
者
と

家
庭
、双
方
で
の
食
品
ロ
ス
の
削
減
を

目
指
し
、国
民
運
動「
Ｎ
Ｏ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。

○
家
庭
で
で
き
る
こ
と

①「
賞
味
期
限
」を
正
し
く
理
解
す
る

　

賞
味
期
限
は「
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
期
限
」で
す
。賞
味
期
限
切
れ

の
食
品
は
、自
分
で
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

②
買
物
は
必
要
に
応
じ
て
買
い
物
前
に

冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

③
残
さ
ず
使
い
き
る

　

表
示
に
従
っ
て
、正
し
く
保
存
す
る
。

　

献
立
や
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
。

　

こ
の
運
動
は
、ラ
ン
チ
や
定
食
の
５

倍
と
い
わ
れ
る
宴
会
で
の
食
べ
残
し
を

減
ら
す
運
動
で
す
。

　

宴
会
前
に
参
加
者
の
好
み
や
食
べ
切

れ
る
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、メ
ニ
ュ
ー
や

コ
ー
ス
を
選
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

宴
会
時
は
、幹
事
さ
ん
が「
お
い
し
く

残
さ
ず
食
べ
切
ろ
う
」と
声
か
け
し
、乾

杯
後
30
分
、終
了
前
の
10
分
は
自
席
で

料
理
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。苦
手
な
料
理

は
、み
ん
な
で
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

終
了
後
、ど
う
し
て
も
料
理
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
ら
店
に
確
認
し
、持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

　　

現
在
、  
日
本
国
内

で
は
年
間
３
０
０
億

枚
も
の
レ
ジ
袋
を
消

費
し
て
い
ま
す
。  
こ

れ
を
人
口
で
割
る
と
、

国
民
１
人
当
た
り
年
間
約
３
０
０
枚

使
っ
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ご
み
と
し
て
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
な
ぜ
、レ
ジ
袋
を

削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
れ
は
、レ
ジ
袋
の
大
量
消
費（
年
間

３
０
０
億
枚
＝
２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

30
億
本
分
）に
よ
っ
て
、石
油
資
源
の
枯

渇
、ご
み
の
増
加
、野
生
動
物
・
魚
の
誤

食
に
よ
る
自
然
界
へ
の
影
響
が
起
こ
り

得
る
か
ら
で
す
。ま
た
、レ
ジ
袋
に
水
気

の
多
い
生
ご
み
を
入
れ
る
こ
と
で
、ご
み

の
重
量
を
増
や
し
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。ち
な
み
に
、レ
ジ
袋
を
は
じ
め
と
す

る
容
器
・
包
装
は
、家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
う
ち
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
こ
と
は
、ご
み

減
量
、地
球
温
暖
化
防
止
の
原
因
と
な

る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、石
油
資
源
の
削
減

な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

買
い
物
に
行
く
と
き
に
は
、「
マ
イ

バ
ッ
ク
」な
ど
を
持
参
し
、レ
ジ
袋
を
断

わ
る
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

　　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た 

「
使
用
済
小
型
電
子
機

器
な
ど
の
再
資
源
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
使
用
済
小
型

家
電
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
な
ど
に
含
ま
れ
る
貴
金
属
や
レ
ア

メ
タ
ル（
希
少
金
属
）な
ど
の
再
資
源
化

の
た
め
に
、市
役
所
本
庁
舎
環
境
課
の

前
お
よ
び
各
総
合
支
所
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
入
賞
メ
ダ
ル
に
、不
要
に

な
っ
た
小
型
家
電
か
ら
抽
出
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
材
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
が
主
催

す
る
こ
の
取
り
組
み

に
、  

全
国
の
自
治
体

が
、  

小
型
家
電
の
回

収
で
協
力
す
る
こ
と

に
な
り
、  

市
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
市
役

所
本
庁
舎
環
境
課
の
前
お
よ
び
各
総
合

支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
保
全
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、環
境
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。日
常
生
活
を
見
直
し
、

身
近
な
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ロ
ジ
ー

で
エ
コ
ノ
ミ
ー
な
エ
コ
活
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

開
催
日
時
と
場
所

・
６
月
18
日（
月
）〜
21
日（
木
）午
前
８

時
30
〜
午
後
５
時
15
分

　

本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー（
ホ
ー
ル
棟
１
階
）

・
６
月
17
日（
日
）〜
22
日（
金
）午
前
９

時
〜
閉
館

　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー

　

  

環
境
課  

環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１

問

４  

30
・
10
運
動

７  

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん

な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５  
レ
ジ
袋
の
削
減

６  

小
型
家
電
の
回
収

８  

環
境
パ
ネ
ル
展

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
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春の叙勲 受章者

 　県測量設計業協会理事、副会
長を歴任、会長は12年間務めた。
新潟県中越地震や、東日本大震災
などでは技師の派遣に尽力した。

小
林　
　

一
さ
ん(

73)
高
郷
町

 　昭和38年に国鉄（現ＪＲ東日
本）に入社、喜多方駅助役や会津
若松駅副駅長などを務めた。安全
な鉄道業務に精励した。

斎
藤　

孝
雄
さ
ん(

73)

塩
川
町

 　昭和48年に旧高郷村消防団
に入団し、喜多方市消防団第５支
団長などを歴任。43年にわたり
地域防災に尽力した。

田
代　

正
典
さ
ん(

67)

高
郷
町

新
任
部
長
級
職
員

武
藤　
　

孝（
56
）

会計管理者

①喜多方
②喜多方商業高校（現喜多方桐桜
　高校）
③総務課長
④市民サービスの向上のため公金
　出納事務の正確な処理を行うと
　ともに、年間の収支の状況を把
　握して適正な資金管理に努めま
　す。

吉
田　

伸
明（
52
）

建設部長

①いわき市
②秋田大学
③県南建設事務所主幹兼企画管理
　部長
④住民ニーズや地域特性を十分に
　理解し、市民生活や観光地とし
　ての安全確保とともに、地域振
　興を支える社会基盤の管理・整
　備に取り組みます。

佐
藤　

健
志（
56
）

教育部参事

①慶徳町
②亜細亜大学
③教育総務課長
④教育部内の連携を強化し、学校
　教育、生涯学習・スポーツ、文化
　･芸術の更なる充実を図り、「地
　域を支え未来を拓く人づくり」
　に取り組みます。

竹
津　
　

修（
55
）

建設部参事 山都総合支所長

①喜多方
②喜多方工業高校（現喜多方桐桜
　高校）
③建設課長
④市街地の計画的な土地利用と都
　市機能の配置により、魅力的か
　つ利便性の高い、持続可能なま
　ちづくりに努めます。

鈴
木　

善
信（
58
）

①関柴町
②喜多方商業高校（現喜多方桐桜
　高校）
③中央公民館長･喜多方プラザ館長
④地域の特色ある資源、歴史、文化
　等を活かし、安全安心で、“住み
　続けたい”と”郷土への愛と誇り
　が高まる”まちづくりに努めま
　す。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
着
任
し
た

部
長
級
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

①
出
身
地　

②
出
身
校　

③
前
職　

④
抱
負

こ
ば
や
し　
　
　

は
し
め

さ
い
と
う　

   

た
か  

お

  

た  

し
ろ　

   

ま
さ
の
り
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わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
は
、愛
犬

と
そ
の
飼
い
主
さ
ん
が
い
つ
も
の
散
歩
時

間
を
利
用
し
て
、地
域
の
高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

特
別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。い
つ
も
の
お
散
歩
で
、少
し
だ
け
周

り
に
気
を
配
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
の

で
す
。

①「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
希
望
」と
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座(

わ
ん

わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊)

」を
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

③「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
」と
し

て
、隊
員
証
を
交
付
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
わ

ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
）の
ご
案
内

① 

日
時  

６
月
15
日（
金
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分

　

 

場
所  

大
会
議
室（
本
庁
舎
ホ
ー
ル
棟
）

② 

日
時  

６
月
29
日（
金
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分

　

 

場
所  

熱
塩
加
納
総
合
支
所
大
会
議
室

※

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し
て
の
対

応
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
　
　

高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
係 

☎（
24
）５
２
４
２

「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」 

募
集
中
！

問 《
平
均
寿
命
》

　

平
均
寿
命
と
は
、０
歳
時
に
お
け

る
平
均
寿
命
で
、０
歳
の
者
が
あ
と

平
均
何
年
生
き
ら
れ
る
か
を
示
し

た
数
値
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
１

６
年
の
平
均
寿
命
は
男
性
80
・
98
歳
、

女
性
87
・
14
歳
で
あ
り
、共
に
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
の
統
計
を
最
初
に
調
査
し
た

の
は
、１
８
９
１（
明
治
24
）年
か
ら

１
８
９
８（
明
治
31
）年
で
、当
時
の

平
均
寿
命
は
、男
性
42
・
８
歳
、女
性

44
・
３
歳
で
し
た
。約
１
３
０
年
の

間
に
、人
生
は
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
区
町
村
別
の
生
命
表
も

公
表
さ
れ
、男
性
は
横
浜
市
青
葉
区

83
・
３
歳
。女
性
は
沖
縄
県
北
中
城

村
89
・
０
歳
が
全
国
一
と
な
り
ま
し

た
。ち
な
み
に
本
市
は
、男
性
80
・
０

歳
、女
性
87
・
０
歳
で
し
た
。

　

高
齢
社
会
白
書
の
平
均
寿
命
の

将
来
推
計
に
よ
る
と
42
年
後
の
２

０
６
０
年
に
は
、男
性
84
・
19
歳
、女

性
90
・
93
歳
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、い
よ
い
よ
人
生
90
年
の
時
代

が
や
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

  

高
齢
福
祉
課  

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係

☎（
24
）５
２
４
２

問
申

『
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

  
な
ん
で
す
か
？
』

『
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
』

日時  ６月23日（土）午前９時30分～午後４時
会場  喜多方プラザ
入場・参加料無料

体組成測定とは…
　体を構成する骨、筋肉、脂肪、
水分の量を測定することです。
　この機会に体験してみませ
んか？
場所　小ホールロビー
時間　午前９時30分～
　　　午後１時

太極拳フェスティバルで
体組成測定を実施します！

『
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
に
な
る
に
は
？
』
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歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、虫

歯
や
歯
周
病
に
よ
る
も
の
で
す
。日
本

歯
科
医
師
会
で
は
毎
年
６
月
に「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
は
歯
を
失
う
原
因
の
第
一
位

で
す
が
、歯
周
病
の
怖
さ
は
歯
を
失
う

リ
ス
ク
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

歯
周

病
に
な
る
と
歯
周
病
菌
や
炎
症
物
質
が

全
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
や
肥
満
、心
疾
患
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
と
関
連
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、認
知
症
や
誤
嚥
性
肺
炎
と
い
っ

た
高
齢
者
に
多
い
病
気
、そ
し
て
妊
婦

に
と
っ
て
は
早
産
や
低
出
生
体
重
児
の

出
産
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
に
な
る
と
、分
泌
さ
れ
る
炎

症
物
質
が
子
宮
の
収
縮
を
誘
発
さ
せ
、

早
産
や
低
体
重
児
の
出
生
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。妊
娠
中
は
歯
周
炎

が
起
き
や
す
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
成
人
歯
科
節
目
健
診

を
受
診
し
た
方
の
結
果
で
は
、４
割
以

上
の
人
に
治
療
が
必
要
な
歯
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
歯
と
歯
茎
の
間
の
溝
が
深
く
な
っ
て

い
る
人
が
約
３
割
で
し
た
。こ
の
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
は
汚
れ
が
溜
り
や
す
く
、炎

症
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、全
身

の
健
康
に
も
影
響
が
あ
る
歯
周
病
で
す

が
、初
期
に
は
自
分
で
は
気
付
き
に
く

い
の
が
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

歯
科
医
院
を
受
診
し
、定
期
的
に
確

認
し
て
い
く
こ
と
で
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。市
で
は
、年
代
別
に

「
２
歳
児
歯
科
健
診
」「
妊
婦
歯
科
健
診
」

「
成
人
歯
科
節
目
健
診
」の
歯
科
健
診
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。対
象
の
方
は
、こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

  

２
歳
児
歯
科
健
診

 

対
象  

１
歳
６
カ
月
児
健
診
の
歯
科
健

診
で
虫
歯
ハ
イ
リ
ス
ク
に
な
っ
た
方

 

受
診
の
手
順  

対
象
者
へ
案
内
の
通
知

が
届
き
ま
す
。指
定
医
療
機
関
へ
受
診

を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

持
ち
物  

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査
票
、母

子
健
康
手
帳　

 

料
金  

無
料

  

妊
婦
歯
科
健
診

 

対
象  

妊
婦

 

受
診
の
手
順  

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

の
際
に
、妊
婦
歯
科
健
診
の
受
診
票
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。医
療
機
関
へ
受

診
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

持
ち
物  

妊
婦
歯
科
健
診
受
診
票(

母
と

子
の
健
康
の
し
お
り)

、母
子
健
康
手
帳

 

料
金  

無
料

  

成
人
歯
科
節
目
健
診

 

対
象  

平
成
30
年
度
中
に
30
歳
・
35
歳
・

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
に

な
る
方　

 

受
診
の
手
順  

対
象
者
へ
６
月
中
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。指
定
医
療
機
関

へ
受
診
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

受
診
期
間  

７
月
２
日（
月
）〜
11
月
30

日（
金
）

 

持
ち
物  

成
人
歯
科
節
目
健
診
受
診
券

 

料
金  

30
歳
無
料
、30
歳
以
外
５
０
０
円

◆
６
月
４
日
〜
10
日
は

　
　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

平成30年度「歯と口の健康週間」ポスター◆
歯
周
病
は
全
身
に

　
　
　
　
　

影
響
す
る
病
気

◆
妊
娠
・
出
産
へ
の
影
響

◆
健
診
を

　
　

受
け
て
い
る
人
の
状
況

◆
健
診
の
活
用
を
！

成人歯科節目健診は
ワンコインで　　　　
受けられ　　　　　
ます！！　　　

ご   

え
ん 

せ
い

虫歯や歯周病の
影響は口の中だけ
じゃないんだ…

ご  えんせい
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① 

健（
検
）診
の
該
当
者
に
は
、６
月
中

旬
に
、健（
検
）診
の
案
内
が
入
っ
た
、水

色
の
封
筒
が
届
き
ま
す
。

　
② 

封
筒
が
届
い
た
ら
、必
ず
中
身
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。各
健（
検
）診
ご
と

に
、申
し
込
み
方
法
や
実
施
期
間
な
ど

が
異
な
り
ま
す
。

　
③ 

健（
検
）診
は
、集
団
日
程
で
受
け
る

か
、施
設
で
受
け
る
か
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
・
健
康
診
査
は

集
団
日
程
で
の
み
実
施
、子
宮
頸
が
ん

検
診
は
施
設
検
診
で
の
み
実
施
で
す
。

　
④ 

健（
検
）診
当
日
は
、保
険
証
と
必
要

な
書
類
を
用
意
し
て
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

 

対
象  

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
方

※

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方
も
特
定

健
診
の
対
象
者
で
す
。特
定
健
診
を
受

診
し
な
い
場
合
は
、通
院
中
に
病
院
で

受
け
た
検
査
結
果
を
市
へ
提
出
す
る

と
、特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。検
査
結
果
提
出
の
用
紙
は
、水

色
の
健（
検
）診
案
内
の
封
筒
に
同
封
し

て
い
ま
す
。

 
健
診
内
容  

血
液
検
査
、身
体
計
測
、腹

囲
測
定
な
ど

　

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
生
活
習
慣
病

を
発
見
で
き
た
り
、体
の
状
態
を
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健（
検
）診
の

機
会
を
利
用
し

て
、  

健
康
管
理

を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３  

ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

問

【作り方】  
①むね肉は薄くそぎ切り、アスパラガス、スナップえんど
　うは斜めに切る。しめじは石づきを取って分け、にんに
　くはみじん切りにする。
②フライパンに油、にんにくを入れて熱し、香りが立って
　きたらむね肉を炒め、アスパラガス、スナップえんどう、
　しめじも入れ、さらに炒める。
③最後に塩を加え、サッと炒めてできあがり。

◆
７
月
か
ら
健
康
診
査
・
が
ん

　

検
診
が
始
ま
り
ま
す
！

【材料（４人分）】     
 とりむね肉  120g、アスパラガス  100g、しめじ  120g、
 スナップえんどう（さやえんどうでも可）80g、
 にんにく  10g、油  大さじ１、塩  適量（お好みでこしょ
うを加える）

◆
特
定
健
診
は
無
料
で

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　むし歯や歯周病を防ぐには、歯に必要な栄養素を摂り、丈夫
な歯を維持することが大切です。また、よく噛んで食べること
によって唾液の分泌を促し、細菌の増殖を防いだり、口の中を
清潔に保つことができます。
　歯や歯茎を健康に保つには、たんぱく質やビタミン類、食物
繊維を意識して摂る必要があります。これらの栄養素は、相互
に摂取することで栄養素のバランスを整えることができま
す。ひとつだけで全ての栄養素を満たす食品はないので、いろ
いろな食品を組み合わせて食べるようにしましょう。

　

４
月
に
配
布
し
た
健
康
の
し
お
り

６
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
事
項

：

福
田
耳
鼻
咽
頭
科
醫
院

は
特
定
健
診
を
実
施
し
ま
せ
ん

健
康
の
し
お
り
の
訂
正
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生 涯 学 習 だ よ り

◆対　　象　興味のある方ならどなたでも
◆活動場所　厚生会館  第２会議室
◆活動日時　毎月第１日曜日
　　　　　　午後１時30分～３時30分
◆会　　費　年間 4,000円
◆連　絡　先　☎（22）1260（庶務　佐藤宅）

　喜多方短歌会は、会員同士の親睦と作品の向上
を目的に活動しています。
　普段の活動では、各作品の互評会や作歌のため
のアドバイスを行っています。また、年１回の吟
行を行い、野外での作歌を楽しんでいます。
　さらに市民短歌の集いを開催し、選歌発表と賞
の授与を行っているほか、５年ごとに１人15首
を収録編成した記念合同歌集を刊行しています。
活動を通して短歌という誇り高い美しい言葉の
文化を現世そして後世に伝えてゆきたいと感じ
ています。
　あなたの思いを短歌に表してみませんか。ぜひ
参加をお待ちしています。

社 会 教 育 関 係 団 体 紹 介 コ ー ナ ー
喜 多 方 短 歌 会

問 喜多方市ふるさと振興（株）（押切川公園体育館内） ☎（23）0771　市民プール  ☎（22）2839 ※オープン中のみ

６月16日　市民プール  オープン

吟
行
の
様
子

◆供用期間　６月16日（土）～９月２日（日） 〔６月16日（土）午後０時30分からプール開きを行います〕
　※夜間供用は７月21日（土）～８月20日（月）
◆営業時間
　○第１回　午前９時30分～11時30分
　○第２回　午後０時30分～２時30分
　○第３回　午後３時00分～５時00分
　○夜　間　午後６時00分～８時00分
　※各営業時間中、30分ごとに安全点検を行います。
◆休業日（原則月曜日）
　【全日】６月18日、25日、７月２日、９日、17日、８月27日
　【オリピックデーランのため】７月１日（日）第２回のみ休業
　【市民水泳大会準備のため】８月18日（土）第３回、夜間のみ休業
　【市民水泳大会のため】８月19日（日）第１回、第２回のみ休業

◆使用料（それぞれ１回につき）
　○中学生以下…30円　○高校生…50円
　○大人…100円
◆無料開放日
　○６月16日（土）〈プール開き〉
　○８月21日（火）〈福島県民の日〉
　○９月２日（日）〈閉所日〉
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今
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
喜

多
方
大
会
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
は
、全
国
８

都
市
で
開
催
さ
れ
、東
北
地
区
で
の
開

催
は
喜
多
方
大
会
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

喜
多
方
大
会
に
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め

る
大
林
素
子
さ
ん（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、

小
塚
崇
彦
さ
ん（
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
）、を
は
じ
め
８
人
の
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
が
参
加
し
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
は
、オ
リ

ン
ピ
ア
ン
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精

神
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
す
。

　

幼
い
お
子
さ
ん
を
含
む
家
族
や
な
か

な
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ら
れ
な
い
方
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、オ

リ
ン
ピ
ア
ン
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
開
催
日
時　

７
月
１
日（
日
）午
前
８

時
受
付
開
始

◆
会
場　

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
未
就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
お
よ
び

伴
走
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
参
加
料　

５
０
０
円（
未
就
学
児
無

料
）

◆
申
込
期
限　

６
月
25
日（
月
）

※

当
日
の
参
加
申
し
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。こ
の
場
合
、参
加
料
は
８
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

（
２
㌔
ま
た
は
３
㌔
）ま
た
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ（
４
㌔
）の
ど
ち
ら
か
に
参
加
で
き

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
競
技
体
験

○
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

○
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

○
大
林
さ
ん
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

○
小
塚
さ
ん
の
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
大
菅
さ
ん
の
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
岡
里
さ
ん
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

○
髙
平
さ
ん
の
陸
上
競
技（
短
距
離
）

○
松
本
さ
ん
の
水
泳
教
室

○
三
井
さ
ん
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
教
室※

　

他

　

詳
し
い
日
程
や
参
加
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
喜

多
方
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、気
軽
に
問
い
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

 （
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切

川
公
園
体
育
館
内
）☎（
23
）０
７
７
１

生 涯 学 習 だ よ り

２
０
１
８
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

喜
多
方
大
会
参
加
者
募
集

問

【オリンピック・ムーブメントアンバサダー】

【オリンピアン】

大林  素子さん
（バレーボール）
　
　
　

小塚  崇彦さん
（スケート・フィ
ギュアスケート）

　
　
大菅  小百合さん
（スケート・スピ
ードスケート／
自転車）
　
　

岡里  明美さん
（バスケットボール）
　

　
　　
髙平  慎士さん
（陸上競技・短距離）
　
　
　　
　
松本  弥生さん
（水泳・競泳）
　
　
　
三井  梨紗子さん
（水泳・シンクロ
ナイズドスイミ
ング※）
　
　
　
両角  友佑さん
（カーリング）

参加オリンピアン

※

＝
現（
水
泳
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ

ミ
ン
グ
）


